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要旨 肥満女性3名にっいて減量前後の身体組成〔体脂肪率（％F），体脂肪量

（FAT），除脂肪量（LBM）など〕の変化をFITNESS　ANALYZER　BFT－3000によっ

て観察した．身体組成とともに皮下脂肪厚，周径囲も測定し，さらにある一定期間摂

取エネルギー量および消費エネルギー量を測定し，エネルギー出納量より減少したF

ATの量を推定した．今回の3症例は6～13kgの体重減少がみられ，減量した体重の

なかでFATが占める割合は4割～6割であった．また，同時にLBMの減少もみら

れたが，：LBMの減少のうち7割～9割が水分と算出された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀7：109－114，1993
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1．はじめに

　肥満治療の目的は単に体重の減少ではなく，

過剰に蓄積された体脂肪量を減少させること

にある．したがって，減量の指標として，体

重のみではなく体脂肪率（以下％F），体脂肪

量（以下FAT），除脂肪量（以下LBM）など

の身体組成の変化を何らかの方法で観察する

ことが望ましいといえる．最近では，簡便な

体脂肪測定器が開発されており，これまでわ

れわれは近赤外線法FITNESS　ANALYZER

BFT－3000（ケット科学研究所製）による体

脂肪計の有用性にっいて報告してきた1）2）．

そこで，今回BFT－3000を用いて％F30％

以上の肥満女性3名にっいて減量前後の身体

組成の変化を検討したので報告する．

n．方法

　3症例にっいてBFT－3000による身体組

成とあわせて以下の項目を測定し，さらに測

定値より算出される項目にっいて検討した．

1．周径囲および体格指数

　身長，体重のほかに上腕囲，胸囲，Waist，

腹囲，Hipの周径囲を測定した．
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　これらの測定値より体格指数としてBMI

およびWaist／Hip比（以下W／H）を算出し

た．

2．皮下脂肪厚（以下皮脂厚）

　栄研式皮下脂肪計により上腕背部，肩甲骨

下部，腹部を測定し，上腕背部と肩甲骨下部

の和（以下SK2），SK2と腹部の和（以下

SK3）の変化を観察した．

なお，周径囲および皮脂厚などの計測は同一

者が行なった．

3．上腕筋囲の算出

筋蛋白の消耗程度を知るために以下の式で算

出される上腕筋囲3）を用いた．

　上腕筋囲（cm）＝上腕囲一3．14×上腕背部

皮脂厚（mm）／10

4．エネルギー出納量からみたFATの減少

　の算出

　エネルギー出納量は全期間を通じて測定す

べきであるが実行できなかったので，対象者

にはある一定期間食事による摂取エネルギー

量とKENZカロリーカウンターを用いて4）消

費エネルギー量を測定してもらった．1日の

摂取エネルギー量および消費エネルギー量は

当然のことながら日によって異なるがそれぞ

れの平均値を算出し，その差を1日のエネル

ギー出納量とした．FAT　l　kgはおよそ7，000

kcalのエネルギーを含むといわれている5）

のでそれを用いて減少したFATの量を算出

した．なお，摂取および消費エネルギー量を

測定したのは観察した期間の一部であったが，

その状態を全期間維持できたものと仮定して

検討した．

皿．症　例

症例1
　57歳の糖尿病の患者で観察開始時の身長は

148．8cm，体重52．7kg，％F30．6％，BMIは

23．8であった．経過中における糖尿病の治療

は1，360kca1／日の食事療法のみであった．お

よそ7ケ月の経過を表1に，特に体重，FAT，

LBMの減量の経過は図1に示した．体重は

52．7kgから46．5kgへ6．2kg減少し，％Fは

30．6％から28．1％となった．減量した体重6．2

kgの内訳はFATが3．1kg，LBMは3．2kgで

あり，減量した体重の50％がFATであった．

また，減量したLBM3，2kgのうち水分量は

2。2Lであった．

　BMIは23．8から20，7に減少した．周径囲は

上腕囲2．5cm，胸囲7cm，Waist7．2cm，腹

囲2．5cm，Hipは7cmとそれぞれ減少した．

SK2は11mm，SK3は22mm，またW／Hは
0，776から0．754に減少した．上腕筋囲は19，2

から18．9に若干の減少がみられた．

　摂取エネルギー量は平均1，360kca1／日で消

費エネルギー量は平均1，430kca1／日であった．

したがってエネルギー出納量は平均一70kca1

／日となり，この値から27週間のFATの減

少を推測するとおよそ1．9kgであった．

症例2
　53歳で単純性肥満の患者である．治療開始

時，身長142．2cm，体重66．8kg，％F34％，

BMIは33であった．約6ヶ月の経過を表2

および図2に示した．体重の減少は66，8kg

から54．6kgと12．2kg，％Fは34％から32．9％

となった．減量した12．2kgの重量の内訳は

FATは4．8kg，LBMは7．5kgであり，減量し

た体重の39％がFATであった．また，減量

したLBM中の水分量は5．9Lであった．

　BMIは33から27に，周径囲は上腕囲5．4cm，

胸囲10cm，Waist12．5cm，腹囲11．5cm，Hip

10．5cmとそれぞれ減少した．SK2は33mm，

SK3は50mm減少し，W／Hは0．848から
0．808，上腕筋囲は18．4から19．6となった．

　摂取エネルギー量は平均1，700kca1／日，消

費エネルギー量は平均1，900kca1／日であった．

したがってエネルギー出納量は平均一200

kca1／日となり，これをもとに23週間のFAT

の減少を算出すると4．6kgとなった、
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　　　　　　　　　　　　　肥満者の治療経週中における身体組織の変化

表1　症例1における身体組織および各測定値などの変化

項　　目 初回 3冒 5胃 7〕 10脚 13騨 19切 23胃 27W

体重lk‘1 52．7 51．5 50．9 50．6 50．5 49．4 47．5 47．3 46．5

B閣1（kg／日2） 23．8 23．3 23．0 22．9 22．8 2Z．3 21．5 21．4 20．7

鷲FATl罰 30．6 30．3 29．4 29．5 29．7 28．7 2a．4 28．6 2ε，1
FATほ巳1 し5．1 15．5 14．9 14．9 15 14．2 13．5 13．5 13

L貼田kg） 35．6 25．9 35．9 35．る 35．5 35．2 34 33．7 33．4
水分1口 28 27．5 27．4’ 27．2 27．1 Z5．8 26．2 26．1 25．8

皮脂厚和仙司
SK2 49 零 ， ぴ ● “ 42．5 37．5 38
SK3 80 奪 ● 辱 ● 奪 64 58 56

周怪囲lc司
上腕囲 27．5 亀 亀 ， o “ 23．5 25．5 25

胸　囲 85 噛 ホ ● 虐 ， 78．5 78 78
騨a五st 7監 蓼 尊 ● 喚 ホ 65 54．7 63．8
腹　囲 85 ホ 噛 專 o ■ 78．7 77．8 72．5
Hip 91．5 噛 ● 趣 ■ 零 67 87 84．5

轡aist／”ip o．”6 ● ● ● ‡ o 0，747 0，744 0，755

上腕筋囲lc叫 19．2 申 尊 ホ 尊 準 16．4 19．2 ：8．9

表2　症例2における身体組織および各測定値などの変化

項　　目 初回 11郭 151 19口 23冒

体重1』‘｝ 65．8 57．9 55．7 55．2 54．6

8閣Ilh6！■21 33 28．5 27．9 27．4 27

XF肛〔割 34．0 33．了 33．2 33．： 32．9
FAτlkg〕 22．7 19．5 18．4 16．3 17．9
L融断L61 “．1 38．4 37．2 36．9 35．6
水分ILl 34．4 30 29 28．8 28．5

皮脂厚和1．副
SK2 77 53．5 44 46．5 44

SK3 117 78．5 69．5 69 67

周径囲lc■）

上腕囲 3匹．4 28 26．5 26．5 26

胸　　囲 97 90 86．5 54 87

騨aist 84 75 72．5 72 71．5
腹　　囲 91 81．7 83 79 79．5
Hip 99 92 90．5 90．5 88．5

loi8t／闘io 0，546 o，815 0．80星 0，796 0，808

上腕筋囲lcω 18．8 19．1 19．7 19．1 且9．6
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症例3
　51歳で単純性肥満および睡眠時無呼吸症候

群で入院中の患者である．観察開始時の身長

は154．7cm，体重113kg，％F39．4％，BMI

47．2で，1，000kca1／日の食事療法中であった．

約2ケ月の経過は表3，図3に示すように体

重は113kgから13kg減少し100kgへ，％Fは

39．4％から36．8％となった．減量した13kgの

内訳はFATは7．7kg，LBMは5．2kgであり，

減量した体重の59％がFATであった．また，

減量したLBM中の水分量は4．4Lであった．

　BMIは47．2から41．9に，周径囲は上腕囲

2．5cm，胸囲8cm，Waist6．5cm，腹囲5．5c

m，Hip6，5cmとそれぞれ減少した．SK2は

28mm，SK3は39mm減少し，W／Hは変化
はみられなかったが上腕筋囲は27．1から28．4

へ変化した．

　摂取エネルギー量は平均1，000kcal／日，消

費エネルギー量は平均2，780kca1／日であった．

したがってエネルギー出納量は平均一1，780

kca1／日となり，これにより9週間のFATの

減少を推測すると16．Okgであった．

表3　症例3における身体組織および各測定値などの変化

項　　目 初回 2響 “ 5物 9聴

体重《㎏1 113 108 m5 103 100

∬粥ほ9ノず1 47．2 45．5 44．3 43．0 41．9

覧FAT｛割 ユ9．4 38．匹 39．2 35．0 36．8
FATlk脇1 44．5 41．9 ‘1．且 37．1 36．8
lB踊（鼠61 68．4 66．豊 53．8　・ 65．9 63．Z
水分1島 52．8 50．9 49．3 50．4 48．4

皮脂厚和（闘1
SK2 89．5 60 55．5 54 6工．5

S区3 123．5 90 82．5 79 84．5

周径囲lc司
上腕囲 39．5 3G．5 39．5 39 37

胸　囲 132．5 150．3 126．3 125．7 124．5

”Bist 127．5 工25 122．5 121．5 121

膿囲 137．5 136 125．5 肛28。5 132

Hip 137．5 133．5 131．5 肛33．5 130．5

冒aisし／田p 0，927 0，936 o．93～ 0．9呈 0，927

上腕筋囲（cの 27．1 30．7 32．4 32．旦 2B．4

（喀）
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図3症例3における体重・FAT・LBMの推移

一112一



肥満者の治療経週中における身体組織の変化

V．考察

　肥満の治療中にFATやLBMなどの減少

程度を観察することは減量を安全に行なうた

めに必要である．最近では実用的で簡便な体

脂肪測定器が開発されており，今回そのなか

の近赤外線法によるFITNESS　ANALYZER

BFT－3000にて減量前後の身体組成の変化を

検討した．

　まず，BFT－3000で算出されたFATの減

少が減量した体重に占める割合をみてみると，

症例1ではFATは3，1kg減少し，減量した

体重の50％，症例2ではFATは4．8kg減少

し，減量した体重の39％，症例3ではFAT

の減少は7．7kgで，減量した体重の59％であっ

た．肥満の治療はエネルギー出納を負の状態

にすることであり，そこでエネルギー出納量

からFATの減少を算出してみると症例1で

は1．9kg，症例2は4．6kg，症例3では16．Okg

であった．この量とBFT－3000によるFAT

の減少量とを比較してみると，症例2は両者

は近い値であったが，症例1および症例3で

差がみられた．このことにっいては今回はあ

る一定の期間しか摂取エネルギー量および消

費エネルギー量の測定しかできなかったので

正確とはいえない．

　FATの減少にっいては身体組成とともに

あわせて皮脂厚および周径囲の変化も測定し

総合的に検討することが重要と考える．そこ

でFATとの相関が高いとされているBMIに

っいてみると3症例ともに減少していた．ま

た，皮脂厚，特にSK3の変化も症例によっ

て違いはあったが，治療開始前の6割から7

割程度に減少しており，FATの減少も概ね

比例していた．

　次に，3症例ともにFATのみが減少した

わけではなく，同時にLBMも減少している

ように算出された．肥満の治療はFATを効

率よく燃焼させ，しかもLBMの減少をでき

るだけ少なくすることにある．症例1は減量

した体重のなかでLBMの減少が占める割合

は50％，症例2では61％，症例3は41％と算

出された．他の体脂肪測定器を用いた減量中

の身体組成の観察でもFATとともにLBM

も減少しているように報告されている6）7）8）

が，BFT－3000で測定したLBMの減少率は

他の機種よりも多いように思われる．LBM

中の72％は水分で構成されているといわれて

おり9），減量したLBM中の水分量のしめる

割合は症例1では69％，症例2は79％，症例

3では85％と算出された．このようにLBM

の減少のほとんどが水分であることが推測さ

れた．また，今回は蛋白の喪失にっいて特別

な測定はしていないが，筋蛋白の消耗程度を

知るために上腕筋囲を用いて減量前後の値を

比較してみた．この方法が正確かどうかは別

として，この指標によると3症例ともに大き

な変化はなく，筋蛋白の喪失はなかったので

はないかと考えられた．

　今回の3症例においてFATの減少は減量

した体重の4割～6割を占めており，同時に

LBMの減少もみられたがその7割～9割が

水分であった．今回LBMの減少は減量した

体重に占める割合が従来からいわれているよ

り多いように思われたが，その理由は現在の

ところ不明である．LBMの減少にっいては

今後さらに症例数を増やし，また他の体脂肪

量測定方法ともあわせて検討していきたい．

　本論文の要旨は第1回西日本肥満研究会に

おいて報告した．
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